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住みよい街づくり

「
か お り 豊 か な 文 化 の 街 ここ」

し
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副会長をお引受けして 3年有余、
会長を引き継いで 2年余りが経ちま
した。この間に、特に、 6、 7丁目
を中心に入居者が増加し、昨年 12
月末の恵庭市統計によると、当町内
の住民登録数は、 1,■ 08世帯、
3, 371人となっています。
第 13号以降 3回にわたり「絆」

紙の紙面を借りて、市民憲章の条文
を引き合いに、会員のみなさまへの
願いを述べさせていただきました。

前号では、「きまりを守り、住み
よい町をつくりましょう」との呼び
かけをいたしました。特に冬期間、
道路の除雪作業が円滑に実施できる
よう、極力路土駐車を避けてくださ
るようにお願いしました。ある方か
らは、迷惑をかけないょう、 2台目
の車用に、新たに駐車場を確保した
旨の話も伺いました。 2月 10日現
在、除雪に関わる苦情を 1件も受け
ていません。ひとりひとりの心がけ、
協力の成果と喜んでいます。

さて今号では、第 5条の「知性を

く今年は.蓬定市判3o鳳年〉

会長 山 出 正 一

高め、かおり豊かな文化の町をつく
りましょう」について考えてみます。
その解説文には、こうあります。

「文化とは、広 く人間の理想を実現
していく上での大切な精神活動です。
この条文は、地域社会、家庭と学校
が密接に協力 し合い、市民ひとりひ
とりが人生各期の生活課題に見合う
生涯学習に取り組みながら、 (略 )

未来に向けて力強く、創造的で人間
的な文化の町をつくっていこうとす
るものです」となっています。
憲章は、たしかに理想とする姿を

文章として描いたものでしょうが、
恵庭市民として、ひとりひとりが、
この理想を追い求め、わずかずつで
も「香り豊かな文化の町」の実現を
図ってゆければ、地名どおり「恵み
の庭」「恵みの野」となります。
「花の町・恵み野」を誇りとする私
たちは、比較にはなりませんが、花
の香りに勝る、知性の香りが漂う、
住みよい町づくりの実現に近づける
のではないでしょぅか。

1_ く二し合衛夢勧義10年目〉
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新春恒fFllの 恙庭ヤ子ども4ル タ大会 lま 1月 30日 、小学
生の押14チ ーム、中学生の書「3チ ームが参品しくをお義
蔦み野連合は小学生ボイみ野二合は小学生ボ優勝、準イ矛勝:4f士 殿汁営。一方
学生もイ憂勝と.g宦 年と同様の大ぅ舌曜菫見せてくれました
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【社協座1議が右起義K終了″
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これからの業務
2月 20日 役餞 晟会

23日 市gT屯統合
24日 社協

"26日 車門吉限口綬会
3月 12日 役員会議 など
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